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.,,.,. 
楽

報

頴
原
氏
「
俳
諧
史
」
第
二
回
、

一
月
九

H
よ
り
十
四
H
迄
期
諧
、
終

一
月
十
囮

H
（
土
）
午
後

一
時
九
大
第
二
弗
牛
駆
薔
所
に
て
。

'

京
都
帝
大
助
教
授
頴
原
退
蔵
氏
借
別
談
話
食
。

「文
學
史
の
立
場
」

笹

月

荷

美

―
―
―
七

説
の
後
、
同
栴
は
明
末
思
想
研
究
の
軍
要
な
る
参
考
査
料
さ
な
り
得
る

事
を
論
ぜ
ら
る
3

（
五
七
五
）

「
肥
後
の
崩
學
に
就
て
」

白

木

喬 章

九

＊

回

文

學

會

一
、
定
例
諧
叡
含

第
一
部
、
春
H
敦
授
指
導

「
堤
中
納
言
物
語
」
前
駆
期
の
磁
紺
。

箆
一
部
｀
小
烏
助
敦
授
指
瑶
「
芭
蕉
七
部
集
」
前
尿
期
の
緞
組
。

.
 例十

一
月
三
十
H
（水
）
午
後
六
時
九
大
第
二
學
生
梨
6
ぃ
所
に
て
。

京
都
帝
大
助
教
授
頴
原
退
蔵
氏
歌
迎
含
。

穎
原
氏
は
臨
時
諧
師
さ
し
て
十
一
月
二
十
八
H
よ
り
十
二
月
―
―

-H迄

「俳
諧
史
」
第
一
回
附
諧
゜

十
二
月
十
六

H
（金）

午
後
六
時
九
大
第
一

一
學
生
集
會
所
に
て
。

研
究
痰
表。

「
太
陰
詭
話
の
研
究
」

卒
粟
論
文
疲
表
。

「萬
薬
梨
に
現
れ
た
る
奴
婢
、
調
庸
の

民
和

J

中
心
さ
し
て
」

「十
六
夜
日
記
の
研
究
」

「平
安
朝
女
流
H
記
の
凝
覗
的
研
究
」

支

那
學
研
究
會

一
、
九
月
八

H
第
二
尿
生
集
含
所
に
於
て
研
究
會
を
開
く
、
軍
松
楠
本
雨
敦

授
、
山
内
諧
師
以
下
副
手
卑
生
十
六
名
出
席

岡
田
君
俎
つ
太
極
闘
考
さ
云
ふ
題
目
の
も
さ
に
宋
學
の
端
緒
を
な
せ
る

北
宋
の
周
源
深
の
太
極
闘
説
の
太
極
闘
に
つ
い
て
の
考
證
學
的
研
究
の

朔
表
あ
り
、
次
に
重
松
教
授
の
李
氏
焚
世
の
紹
介
あ
り
、
其
の
内
容
概

厳

野

二
月
上
旬
荻
行
c

一、

「
含
報
」
第
囮
嘘

—

殊
に
更
級
の
日
記
に
就
て1

賑

井

含

林

毅 毅

西

田

琢

磨

「北
原
白
秋
の
短
歌
」

「萬
薬
集
の
理
念
並
に
其
の
展
開
」

延

廊

寺

末

稲

彙

報

上

村

孝

一
月
二
十
九

H
G
u
)
午
後
二
時
九
大
第
二
學
生
梨
含
所
に
て
。

了。



ー
シ
ュ
ピ
ー
ル
マ
ン
ス
デ
イ
ヒ
ト
ウ
ン
ク
に
つ
い
て

一
、
ニ
ー
ベ
ル
ン
ゲ
ン
の
背
景

r
p
 

月

京
姻
麟
の
學
脱
（
第
一
限
期
よ
り
臨
紺
）
四

支

一・

0

山

内

諮
師

文

學

研
究
夜
表
含

一
、
十

一
月
二
十
二

El、
午
後
六
時
、
第

一
油
習
室

洞
習
、
堤
巾
納
言
物
語

演
習
、
西
鶴
骰
土
産

洞
習
、
芭
蕉
辿
句

0
•
五

同 小
島
助
敦
授

九
大
獨
逸
文
學
會

同

尚
第
二
十
五
回
例
8
n
は
昭
和
八
年
二
月
上
旬
腑
催
の
豫
定
。

昭
和
七
年
十
二
月
十
九
日
、
エ
學
部
中
央
食
堂
及
図
患
館
含
晦
室
、

學
術
探
検
旅
行
談

「
マ
ニ

ラ
の
寺
々

、
其
他
」
中
山
助
教
授
。

國
語
母
概
論
（
文
字
文
休
篇
）

近
世
後
の
小
説

梱
習
亀
蛸
蛉

H
記

0
•
五

脊
H

教
授

0
•
五

小
肋
助
教
授

0
•
五

春
H

敦
授

旅
行
談
を
間
く
。

一
週
時
間

躍
位

敷

招

托

敦

官

煕
術
探
検
旅
行
の
為
十
月
下
旬
、
フ
ィ
リ
ッ
．
ヒ
ン

、
香
港
、
南
支
方
面

ヘ
御
出
張
中
で
あ
っ
た
中
山
助
敦
授
は
、
十
二
月
中
旬
無
む
其
目
的
を

果
し
て
蹄
學
さ
れ
た
0

本
含
は
、
先
生
の
歌
迎
含
を
左
の
通
り
開
催
し

詞

文

學

九
州
帝
国
大
學
法
文
學
部
文
學
隙
係
講
蕊
顆
目
盆
昭
和
七
年
第
二
學
期
）

一
、
第
二
十
四
回
例
含
、
兼
、
中
山
助
敬
授
蹄
尿
歌
迎
會
3

短
篇
小
説
家
さ
し
て
の
ク
ラ
イ
ス
ト

千

代

正

一
郎

九

大

英

文

學
含

ヽ

博
士
岡
井
先
生
及
び
輻
岡
高
等
尿
校
敦
授
井
ヒ
先
生
の
徹
嬰
差

側
他

す。

出
席
者
楠
本
放
授
山
内
諧
師
助
手
副
手
以
下
十
七
名
。

一
、
ニ
ー
ベ
ル
ン
ゲ
ン
博
説
に
つ
い
て

二、

歴
史
に
甜
す
る
史
家
び
詩
人
の
態
度

一、

一
月
廿

一
H
．
午
後
六
時
｀
第
一
洞
習
室

「座
ド
ミ
ン
ゴ
に
於
け
る
婚
約
」
を
中
心
さ
し
て
見
た
る

涸

逸

龍

雄

一
、
十
一
月
十
七

H

第
一
一
學
生
染
含
所
に
於
て
熊
本
高
等
駆
校
諧
師
文
那

永

安

登

る。

一
、
十

一
月
五

H

支
那
文
學
支
那
哲
學
専
攻
生
は
楠
本
敦
授
引
率
の
下
に
夜
満
山
に
登

文

學

妍

が)u 

第
一
―
―
紺

二
、
文
學
作
品
研
究
の
方
法
に
つ

い
て

一
、
十
二
月
十

H
‘
午
後
六
時
、
第
一
涸
習
室

千

代

正

一
郎

―二
八

G

五
七
六
）

永

安

登



獨
諾
座
概
説

（
第
一
學
期
よ
り

報

染

紺
）

0
•
五

英

―――九
文

科

G

五
七
七
)

H
e
i
n
r
i
c
h
 
v• 

K
l
e
ist. 

0
•
五
同

ー
ー
殊
に
更
級
の

13記
に
就
て

1

蜀
文
學
史
、
ゲ
ー
テ
以
後

0
•
五
小
牧
教
授

一
、
平
安
朝
女
流

H
記
の
凝
視
的
研
究

楳

洞
習
、

ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
の
小
説

獨

文

一
、
十
六
夜
日
記
の
研
究

0
•
五
進

藤
講
師

o・
五

須

川

助

数

授

0
•
五

佛
文
訊
チ
史
概
詭
盆
竺
學
期
よ
り
緞
組
）

o・
五

國

文

科

四

-
•O 

成

瀬

敦
授

須
川
助
教
授

成

瀬

教

授

文
學
科
靱
係
辛
業
論
文
願
目

（
昭
和
八
年

一
月
提
ill
)

十
八
世
紀
佛
文
母
史

る第

一
母
期
よ
り
臨
組
）

佛

文

學

0
•
五
同

諾

言
語
學
概
論
盆
第

一
學
期
よ
り
織
紺）

言

座

0
•
五
中
山
助

教
授

0
•
五
同

0
•
五
豊
田
敦
授

英

文

學

0
•

五

特
諧
、
H
本
英
尿
史
（
英
蒔
の
部
）

英

文

限

樅
字
形
昔
義

器
罹
登
薗
習

ニ

洞
習
、
M
i
l
t
o
n
's
"
P
a
radi
s
e
 L
o
s
t
.
"
二

洞
習
．
英
詩
謁
誼

「
プ
ラ
ッ
―
―
ン
グ
」
三

浪
習
、

S
h
a
k
e
s
p
e
a
r
e
's
H
a
m
l
e
t. 

I

――
 

梱
習
、
諧
額
「
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
の
悲
料
二

油
習

、

n

ル
・ネ
イ

ー

ュ
「
ル
•

シ
ッ
ド
外
一
篇
」

9―1
 
•• 

四

r
、
ア
ク
ー
諜
師

佐
醗
肋
教
授

0
•
五
盟
田
敦
授

:
 
•
O

岡
井
講
師

0
•
五

藤

井

毅

西

田

琢

磨

林

．

毅

延
孵
寺
末
梢

k
村

吉

町

誂

師

梵
文
學
謡
訳

（第

一
學
期
よ
り
織
紹
ご

一

梵
語
及
巴
利
語
（第

l

學
期
よ
り
鑑
包
二

0
•
五
同

梵

文

恩

0
•
五
同

0
•
五

涸
習
・
ゲ
ー
テ
•
ク
ッ
ソ
ー

湘
習
(

A

)

シ
ラ
ー
論
文
梨 ‘

 ＇ 0
•
五

孝

佐
藤
助
教
授

油
習
(

B

)

G
o
e
t
h
e
:
-
F
a
u
s
t
.
 I
.
 Teil. 

(
第
一
學
期
よ
り
蹴
組
）

小
野
島
助
敦
授

一
、
北
原
白
秋
の
短
歌

一
、
萬
姻
染
の
理
念
並
に
其
の
展
開

一
、
萬
姻
梨
に
現
は
れ
た
る
奴
婢
、
調
庸
の
民
を
中
心
さ
し
て

0
•
五
小

牧
教
授



花

田

秀

雄

中

村

簡

一
、
デ
イ
・
エ
イ
チ
•
ロ
レ
ン
ス
の

小
詭
に
於
け
る藝
術
さ
思
想

永

倉

直

只
木

高
宮
正
二
郎徳

高

田

隆

雄

高

橋

宏

一、

現
代
英
詩
の
先
瑯
者
さ
し
て
の
ト
マ
ス
・
ワ
イ
ャ

ッ
ト
さ
サ
リ
ー
狐

ー

批

評
家
さ
し
て
の
ベ

イ
ク
ー

一
、
チ
ャ
ー

ル
ズ
•
ラ
ム
さ
彼
の
エ
ッ
セ
イ
ズ
に
就
て

一
、
英
悪
諮
美
歌
和
繹
の
歴
史

一
、
劇
作
家
パ
ー
ナ
ド

•
シ
ョ
ー
の

一
研
究

一
、
ロ
バ
ト
•
プ
ラ
ウ
―
―
ン
グ
の
罪
悪
観

一
、
ジ
ョ
ン
•

キ
ー
ツ
の
詩
の
研
究

首

籐

軍

造

一
、
ペ

イ
ク
ー
の
ル
ネ
イ
サ
ン
ス
に
就
て

一
、
チ
ョ
ッ
サ
作

「
ヤ
キ
ン
ク
ベ
リ
物
語
」

西

原

瀧

榔
水

一
雄

一
、
ミ
ル

ト
ン
の
詩
載
さ
宗
放
隈

一
、
ヂ
ヨ
オ
ヂ
・
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
性
格
さ

一
部
の
作
品

一
、
ヂ
エ
イ
•
エ

•
•
バリ
ー
の
主
要
劇
中
に
見ら
る

人
物

の
研
究

11合
~
 植

木

桂敏

一
、
＾
ー
デ
イ
の
「
薄
命
の
ジ
ュ
ー
ド
」
の
一
研
究

市

原

章

蔵

の
特
性
の
研
究

一
、
浪
褐
中
義
の
研
究

阪
高
規
矩
之
左
右

有

賀

洋

吉

一
、
マ
ウ
グ
リ
0

ス
ト
ー
リ
ズ
よ
り
見
た
る
ラ
ド
ヤ
ド
・
キ
ッ
プ
リ
ン
グ

文

熙

研

究

第
一
―
―
輯

岡、

歌
さ
評
論
、
國
文
學
誌
、
焚
燈
．
か
ら
ま
つ

G

五
七
八
)

一
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
•
デ
イ
ケ
ン
ズ
、
其
人
さ
二
作
品

一
、
ウ
イ
リ
ア
ム
•
ツ
ー
ヅ
ワ
ー
ス
作
ザ
・
プ
レ
ル
ー
ド
の
研
究

和
田

一
、
ピ
エ
ー
ル
•
ロ
チ
研
究
序
説

H
委

門

（
鹿
兒
芭
、
岡
學
院
雑
誌
、
外
悉
語
研
究
羹
甕
潮
、
同
志

英
諾
英
文
學
研
究
爺
京
文
理
大
）
、
英
文
學
誌
（
法
政
大
學
)
‘
京
城
帝

大
英
文
學
含
々
報
、
1
大
英
文
學
舎
々
報
、
13本
大
學
英
文
學
含
々
報

昔
啓
駆
協
含
々
報
、
方
言
、
文
學
、
丘
、
國
語
さ
撰
文
學
、
醐
語

・
隈
文
、

國
艇
研
究
、
國
民
文
學
、
ボ
ト
ナ
ム
、

需
木
、
江
希
謹
、
勁
草
、
水
掘
、
福

甜
文
尿

寄
贈
維
誌

佛

文

科 ――

-1
0
 

大
塚

幸

男

描
田

鼠 固
男




